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 研究目的 









 研究方法   
  SDラット（雌、11～12周齢、体重 240-280ｇ）の頭蓋底を露出し、約 1.0×3.0㎜
の骨窓を設け、前下小脳動脈（Anterior Inferior Cerebellar Artery : AICA）分岐部以下
の脳底動脈（Basilar artery）を露出した。10-0ナイロン（約 7㎜長）を用いて、脳底動
脈をAICA分岐部の直上・直下、その約1㎜下方の前小脳動脈（Anterior Cerebellar Artery : 
ACB）分岐部の上方・下方の合計 4か所を結紮し、脳底動脈穿通枝域の梗塞モデルを作製
した。モデル作製後 24時間後にMRIを撮像し、梗塞巣を確認、梗塞体積を測定した。そ
の後 MSC 投与群、対照群の 2郡に分け、MRI撮像後に引き続いて MSC と DMEM をそ
れぞれの群に経静脈的に投与した（対照群には培養液を投与）。MSC投与後１日目、７日
目、１４日目、２１日目、２８日目に行動学的機能（Treadmill Stress Test、 Modified 




  MSC群が対照群に比し、MSC投与後 7日目、１４日目、２１日目、２８日目の行動
学的機能において、有意な改善が認められた（p<0.05）。また、MSC投与後２８日目の梗
塞部位の体積が MSC 群で有意に減少していた（p<0.001）。さらに、MSC 投与後２８日
目に摘出した脳組織の梗塞部位の HE 染色による体積も MSC 群で有意に減少していた
（p<0.001）。過去に報告された中大脳動脈閉塞モデル（Middle Cerebral Artery Occlusion: 
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（Middle Cerebral Artery Occlusion: MCAO）に対する骨髄幹細胞の治療効果と同様に、
本脳幹梗塞モデルにおいても行動機能が改善し、梗塞巣の縮小を認めた。脳幹梗塞は極め
て重傷で生命予後にも大きくかかわる疾患であり、本研究結果は、臨床上極めて重要と考
えられる。 
上記の結果を初めて明らかにした事は博士（医学）の学位論文としてふさわしいと判断
された。 
 
 
 
